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＜連絡事項＞
・各委員会からのアンケートや意識調査等があった場合は各自速やかに提出をしてください。提出率の低さが指摘されています。

・患者様の療養環境の選択は、本人に合った選択、環境の調整を行って下さい。

＜入室状況＞
【入院】
・西村　はなよ様～東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院
・佐々木　廣様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院

【転出】
・大平　香奈様～東病棟B1→西病棟B30号室へ

＜患者様連絡事項＞
・長谷川　豊様～持参薬ジスバルカプセルは飲み切り終了

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室侵入や脱衣行為あり自制できず早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時多弁さあり。自室内では静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将司様～時間隔離中。過度な飲水要求や隠れ飲水見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
						
・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚や多弁さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜入院患者情報＞
日　　時：令和7年11月13日　13:32
  氏　　名：西村　はなよ（にしむら　はなよ）様
　生年月日：昭和9年1月31日（91）
　病　　名：認知症
　合 併 症：右膝骨折
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　グループホームながわ荘入所中。甥がキーパーソン。以前は有料老人ホーム「サポートハウス絆」で生活していたが、音や光に過敏性あり、光が入ったり自身の思い通りにならないと大声を出す事などがあり、有料老人ホームの対応力では難しいことから令和5年7月31日グループホームながわ荘へ入所となった。上記訴えは持続してあり、入浴拒否や、夜間大声を出したり壁を叩いたりする迷惑行為、ナースコールを頻回に要請する等の行為もあった。令和7年10月17日、ベッドから転落し右ひざ骨折受傷。南部病院へ入院となったが、ほぼ寝たきり状態となり、3ヶ月は固定にて安静にするよう指示があった。その後施設へ退院。今後は特養等の入所申込をしていかなければならない状況。精神症状改改善及び施設入所までの環境調整目的で入院の相談があり、令和7年11月13日　13:32東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。


　日　　時：令和7年11月13日　13:50
  氏　　名：佐々木　廣（ささき　ひろし）様
　生年月日：昭和25年9月24日（75）
　病　　名：器質性精神病
　合 併 症：両側慢性硬膜下血腫
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　53歳時と56歳時に硬膜下血腫にて八戸市立市民病院にて手術が行われていた。その後70歳時に八戸市へ帰郷したが、令和3年3月29日に果物ナイフを所持し、「狙われている」と語り自身で警察に助けを求めに行くエピソードあり。その際に幻視や被害妄想などを語っていた。その後検察の判断で同年4月9日に当院にて簡易鑑定を実施し、同月19日には釈放となったが、その後も幻聴や妄想などが顕著な状態が持続し、死んだ方が良いと考え、ロープを購入し死に場所を探すこともあった。令和4年3月には不眠、幻聴、幻視等の症状が再燃し、同月29日に当院を再診し、以後当院へ通院。R7年6月頃より胸苦痛を訴え、救急要請することが複数回あり。搬送先の八戸市立市民病院よりADLの低下が著しいため、生活環境の調整を目的に入院以来が同院へあり。診察の結果、身体的な問題はなく本人の生活が破綻している状態で不衛生な状態にあり、理解力の低下もあるため当院への入院依頼あり。令和7年11月13日13:50東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
